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　　 ／食生活改善推進員さんのおすすめレシピ
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20　ひた咸宜園入門ナビ配信中！
　　 ／市長コラム

　７月14日に、加温ハ
ウスぶどうの初出荷式と
目均し会が行われまし
た。今年は開花が早く生
育温度が高かったため一
週間早い出荷となったよ
うです。
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　地域づくりに関する補助金には「まちづくり活動推進事業補助金」と「周辺地域活性化対
策事業補助金」の２つがあります。いずれも、地域に根ざしたまちづくりや創造的な活動を
行う団体を支援するものです。

■対象団体　自治会、地域コミュニティを形成する団体等
■対象事業　環境保全、歴史文化、地域間交流、人材育成等
■補助金額　補助対象経費の６割以内（上限50万円）※まちづくり活動推進事業。
　　　　　　補助対象経費の８割以内又は６割以内（上限50万円）※周辺地域活性化対策事業。
■募集時期　随時（予算の状況によっては、早めに募集を打ち切る可能性があります）

まちづくり活動報告会

志民活動かたらん会開催！　
 平成27年度「市民サービス協働事業」「まちづくり活動推進事業補助金」「周辺地域活性化対策事業補
助金」を活用した団体による活動報告会が、６月18日、パトリア日田で開催され、事例発表や、参加者に
よる意見交換が行われました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　

地域づくりに関する補助金制度とは？

　非営利で公益的な事業を効果的に実施するために、ＮＰＯ（特定非営利活動法人及び営利を
目的としない公共的な活動を行う市民活動団体）の専門性やアイデア等を生かし、ＮＰＯと市
が協働して取り組むもので、ＮＰＯの活動促進を図ることも目的の一つとなっています。

■募集時期　例年１月頃告知
■平成27年度実績　行政提案型３団体、ＮＰＯ提案型２団体

市民サービス協働事業とは？

問まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係☎㉒７５１５（市役所６階）

し みん
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実績報告

市民サービス協働事業
「若年者の就業支援と学び場事業」
　ＮＰＯ大分キャリア会

まちづくり活動推進事業
「親子で「ゆめ花火」交流大会」
　日田市私立幼稚園ＰＴＡ連合会

周辺地域活性化対策事業
「上津江ファンクラブ事業」
　上津江ファンクラブ実行委員会

意見交換会

報告会の運営について

　この報告会は、平成28年度「市民サービス協働事業」のひとつである
「ＮＰＯ育成事業」として、“ＮＰＯ法人ひたにわ”が運営しました。
　“ＮＰＯ法人ひたにわ”は、今年度は「志民活動かたらん会」のほか「Ｎ
ＰＯ育成講座」や「若者のまちづくり参画事業」の企画運営の中で活動団
体の活発な交流などを図っていきます。　

　インターンシップを通して日田の
企業・取組みを紹介し、若年者の職
業理解・職業選択の幅を広げ、自身
のキャリア形成を促しました。

　市内の幼稚園に通う幼児と保護者
が集い、交流しながらゆっくりと花
火を観賞することで、日田の良さを
改めて味わうとともに、地域を超え
た子育て世帯の親睦を深めました。

　福岡・北九州市を中心とする女性
に上津江ファンになってもらうた
め、年３回の交流会を実施し、上津
江の良さをアピールしました。

　今回のかたらん
会は、「市民サー
ビス協働事業」
「まちづくり活動
推進事業補助金」
「周辺地域活性化
対策事業補助金」
を活用した団体の
活動報告等を通じ
て、どのような活

動をしたのか、どんな効果があったのか、また、課題な
どはなかったかなど、多くの市民の皆様に知っていただ
くとともに、一緒に考えるために実施しました。今回
は、人口の減少に伴い地域活動の担い手が少なくなりつ
つある周辺地域の事例も報告されました。

　意見交換会では「日田市内でまちづくり活動をする団
体が増えるといい」「地域に合った活動でないと継続は
難しい」「地域のために積極的に活動してくれる人が必
要」などの意見が聞かれました。
　日田市では、これらの意見を参考にし、今後も市民活
動団体や市民の
方々と協力しなが
ら、地域活動の促
進に取り組みま
す。
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エコ幼稚園・エコ保育園活動報告
　幼児期からの環境への探究心・好奇心を育成するため、毎年、私立幼稚園・保育園か
ら２園をモデル園に指定し、環境活動に対する支援を行ってきました。今号では、平成
27年度のモデル園の活動結果をご紹介します。
※市内すべての私立こども園・保育園の指定が完了したので、平成27年度で本事業を終了しました。
　

　毎日の保育の中での活動や小さな出来事で感
じとったこと等から、何が大切なのかを折にふ
れ話し合ったり、気付いたりしながら楽しく遊
ぶことができました。
　特別に教えることはなく、自ら気付いていけ
るよう、これからも自然にエコに関して学んで
いきたいです。

認定こども園　緑ヶ丘幼稚園

　平成28年度から、エコ幼稚園・エコ保育園支援事
業に代わり、市内幼児環境教育支援事業が始まりま
した。
　毎年10園程度の支援を予定しており、実施園には
下記の２項目の支援を実施します。（１項目のみの
取組みも可能）
◆環境教育教材費の補助
　（環境教育ＤＶＤ・絵本・紙芝居等の教材購入）
◆環境教育教材読み聞かせ講師の派遣
　（読み聞かせ講師による環境教育の実施）

廃材を
利用して

遊びました。

ごみ拾いを
しました。

問環境課企画推進係☎㉒８３５７（市役所２階）

　エコ保育園の指定を受け、初めにエコ講習を
行い、エコとは何かを学びました。電気や水の無
駄遣いをなくし、リングプルやペットボトルキャ
ップ、牛乳パックを回収、廃材を利用した製作活
動、エコ見学、野菜作りとできることにチャレン
ジしてきました。子どもたちの口からも「エコ」
「もったいない」「無駄遣い」という言葉が聞か
れるようになった今、身近な自然や環境の恵みに
感謝し、地球のためにみんなでエコ活動を継続し
ていきたいです。

小野保育園 清掃センターへ
見学に
行きました。

野菜を育てて
いのちの大切さ
を学びました。

市内幼児環境教育支援事業スタート！！

▼

環境教育教材親子読み聞かせ学習会の様子
（認定こども園緑ヶ丘第二幼稚園　平成28年６月）

42016. 8. 1　広報ひた

高齢者向け給付金の申請は８月31日までです！
　一億総活躍社会の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及びにくい高齢者を支援する
ため、「高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）」の支給を行って
います。

　支給対象者は、平成27年度「臨時福祉給付金」支給対象者のうち、平成29年３月31
日までに65歳以上となる人が対象です。（市民税が課税されている人、市民税が課税
されている人に市民税上扶養されている場合や生活保護の受給者などは支給対象外と
なります）
　今年度は課税状況等を確認のうえ、５月下旬に支給対象となり得る人のみに通知と
申請書を郵送していますので、右の写真の封筒が届いた人は申請書をご確認いただ
き、同封の返信用封筒に入れ、お早めに返送してください。
■申請締切　８月31日㈬
※平成27年度の給付金（１人6,000円）の支給を受けていない人は、本人確認書類（免許証や保険
　証など）と振込口座の通帳のコピーも同封してください。

・市民税の課税に関すること
　税務課市民税係☎㉒８３９６（市役所１階）

問・給付金に関すること
　　社会福祉課臨時福祉給付金担当☎㉒８３４０（市役所２階）
　　社会福祉課福祉総務係☎㉒８２０３（市役所１階）

▼

郵送した緑色の封筒

歓迎おもてなし花火を打ち上げます歓迎おもてなし花火を打ち上げます

問観光課観光振興係☎㉒８２１０（市役所３階）

日田温泉　（計９回）
■とき　　　８月５日㈮・12日㈮・13日㈯・14日㈰・15日㈪・
　　　　　　　　19日㈮・20日㈯・26日㈮・27日㈯
■ところ　　三隈川
■打上時間　午後８時頃～（５～10分程度）

天ヶ瀬温泉（計10回）
■とき　　　８月５日㈮・６日㈯・12日㈮・13日㈯・14日㈰・
　　　　　　　　15日㈪・19日㈮・20日㈯・26日㈮・27日㈯
■ところ　　玖珠川
■打上時間　午後８時30分頃～（５～10分程度）

　日田市にお越しいただいたお客様を歓迎する「おもてなし花火」の打ち上げを行います。
　市民の皆様のご理解とご協力をお願いします。
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　「協働のまちづくり出前懇談会」は、市長や市の部課
長などが地域に出向き、日田市の現状の説明や、課題に
ついて市民の皆さんと意見交換を行う懇談会です。

　今回は、「災害時代の地域力」～災害時における行政
と住民等の役割について～をテーマに開催いたしますの
で、多くの皆様の積極的な参加をお待ちしています。

●「協働のまちづくり出前懇談会」を開催

問政策企画課政策企画係☎㉒８２２３（市役所６階）

●おんせん県おおいた日田大会
　全国から地方自治研究者や自治体関係者が集い、地方
創生の時代に求められる人材のあり方や先進的な取組な
どについて議論します。

　第32回全国自治体政策研究交流会議
　おんせん県おおいた日田大会

▼とき　　８月19日㈮　午後１時から

▼ところ　パトリア日田　大ホール
①基調対談
　「咸宜園・広瀬淡窓、そして大分の人づくり」
　対談者：葉室 麟氏（直木賞作家）
　　　　　広瀬勝貞氏（大分県知事）
②パネルディスカッション
　「大分の地域づくりの羅針盤～人とまちの未来像」
　パネリスト：桑野和泉氏（由布院温泉観光協会会長、
㈱玉の湯代表取締役社長）、山出淳也氏（NPO法人
BEPPU PROJECT代表理事／アーティスト）、ポー
ル・クリスティ氏（The Japan Travel Company代
表取締役）、原田啓介（日田市長）
　コーディネーター：西村幸夫氏（東京大学大学院教
授、自治体学会理事長）

▼参加費　無料　※大分県外に在勤・在住の人は2,000円。

　第30回自治体学会　おんせん県おおいた日田大会

▼とき　　８月20日㈯　午前10時から

▼ところ　パトリア日田　各施設
①分科会・研究発表セッション（午前／午後）
②自治体学会第30回特別記念講演
　「これからの自治体学のあり方を考える」（午後）
　講師：大森 彌氏（東京大学名誉教授、元自治体学会代
表運営委員）

▼参加費　【自治体学会会員】3,000円
　　　　　【非会員】6,000円

第32回全国自治体政策研究交流会議・第30回自治体学会
～「咸宜し」の地・日田で考える、人づくり・人つなぎ～

問政策企画課政策企画係☎㉒８２２３（市役所６階）

●2016日田市人権講演会
一緒に生きて行こう～あなたの愛を求めています～

　８月は差別をなくす運動月間です。
　市民啓発事業として、家田荘子さんによる講演会を開
催します。是非、ご来場ください。

▼とき　　８月29日㈪　午後７時～　　※入場無料。

▼ところ　パトリア日田　大ホール

▼演題　　「一緒に生きて行こう 
　　　　　　　～あなたの愛を求めています～」

　大分県では、毎年８月を「差別を
なくす運動月間」としています。
　市民一人ひとりがお互いに人権
を尊重し合う心豊かな共生社会の
実現を目指しましょう。

問人権・同和対策課啓発推進係☎㉒８０１７（市役所別館１階）

開催会場
五和
大鶴
三花
高瀬
桂林

８月５日㈮　午後７時30分
８月８日㈪　午後７時30分
８月８日㈪　午後７時30分
８月10日㈬　午後７時30分
８月17日㈬　午後７時30分
　

五和公民館
大鶴公民館
三花公民館
高瀬公民館
桂林公民館

開催地区名 開催日時開催会場
夜明
中津江
上津江
五馬
小野

開催地区名
８月１日㈪　午後７時30分
８月１日㈪　午後７時30分
８月２日㈫　午後７時30分
８月３日㈬　午後７時　　
８月４日㈭　午後７時　　

夜明公民館
中津江振興局
上津江振興局
天瀬公民館五馬分館
小野公民館

開催日時

みなよろ
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●大分県よろず支援拠点出張経営相談会及び経営セミナー
　大分県よろず支援拠点による中小企業者、創業希望
者等を対象とした出張相談会と販路開拓等の各種セミ
ナーを、毎月第３火曜日に日田市ビジネスサポートセ
ンターで実施しています。

▼出張相談会、セミナーの申込先
　日田市ビジネスサポートセンター（☎㉘５５２０）
に電話で申込み

出張相談会

▼とき　　毎月第３火曜日
　　　　　午前10時～正午、午後２時30分～４時30分

▼ところ　日田市ビジネスサポートセンター
　　　　　（日田玖珠地域産業振興センター内）

森 海里
 （大分県よろず支援拠点
コーディネーター）

矢野俊樹
 （大分県よろず支援拠点
コーディネーター）

木許 大
 （大分県よろず支援拠点
コーディネーター）

新名康行
 （大分県よろず支援拠点
コーディネーター）

８月16日㈫
午後１時～２時

９月20日㈫
午後１時～２時

10月18日㈫
午後１時～２時

11月15日㈫
午後１時～２時

集まれＰＯＰ初心者！
～売上アップの階段を上がれ！～

ホームページの活用方法

ブランド力アップと販路拡大
～売れる商品の作り方
　　　　　　（木工製品編）～

伝わる写真の撮り方セミナー

日田市ビジネス
　　サポートセンター
（日田玖珠地域産業
　　振興センター内）

とき テーマ 講師 ところ

問商工労政課地域産業支援係☎㉒８２３９（市役所３階）

　日田市複合文化施設ＡＯＳＥ（アオーゼ）の開館
に伴い、８月５日㈮正午から、会議室、音楽室等が
利用できます。※利用には予約が必要です。

▼受付日
　午前８時30分～午後５時
　土・日曜日、祝日を除く　

▼受付場所　　アオーゼ１階　事務室

●日田市複合文化施設ＡＯＳＥ（アオーゼ）の利用受付開始

多目的ホール

音楽室
練習室
会議室１、２、３
体験学習室１、２

１時間につき

区分 単位 使用料 冷暖房料 その他

470円 300円

200円320円

常設電灯以外の
電気を利用する
場合は、１回に
つき420円を定
額に加算する。

問社会教育課生涯学習推進係☎㉒６８６８（アオーゼ内）

▼休館日
　【博物館、美術展示ギャラリー】
　月曜日（祝日の場合はその翌日）、年末年始
　（開館時間　午前９時～午後５時）
※ただし、入館は午後４時30分まで。
　【中央公民館】
　年末年始　（利用時間　午前９時～午後10時）
※ただし、午後５時以降は会議室等利用者限定。

※多目的ホールを連続して使用できる期間
は、14日間とします。

　ただし、今年度は開館記念事業を開催す
るため使用不可。

※音楽室と練習室を同時に利用する場合、
左表の練習室の使用料は半額となります。
（冷暖房料を除く）
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●新規就農者を支援します

【準備型】
　農業経営者となることについての強い意志を有している就農希望者が対象です。

▼給付金額　最大150万円／年

▼給付期間　最長２年間

▼給付要件
　①就農予定時の年齢が45歳未満
　②県が認めた研修機関等で研修を受ける者
　③研修終了後１年以内に就農すること　
　④親元就農の場合は、就農後５年以内に経営継承すること

【経営開始型】
　農業経営者となることについての強い意志を有している独立・自営就農者が対象です。

▼給付金額　最大150万円／年

▼給付期間　最長５年間

▼給付要件　
　①就農時の年齢が45歳未満
　②「人・農地プラン」に地域の中心となる経営体として位置づけられている
　③認定新規就農者であること　
※独立・自営とみなす要件や、所得による制限などがあります。
※国からの予算配分等の都合により、給付要件を満たしても採択されない場合があります。

【準備型】
　国の青年就農給付金を受給していない親元就農予定者が対象です。

▼給付金額　最大150万円／年

▼給付期間　最長１年間

▼給付要件　
　①就農予定時の年齢が45歳未満
　②大分県立農業大学校の２年生又は農大準備研修生であること等
　　　　　
【開始型】
　平成28年度以降に就農し、国の青年就農給付金を受給していない親元就農者が対象です。

▼給付金額　最大100万円／年　

▼給付期間　最長２年間　※ただし、準備型給付期間を含む。

▼給付要件　
　①就農時の年齢が45歳未満
　②「人・農地プラン」の担い手として位置づけられること
　③５年後の所得が250万円以上となる経営発展計画を作成し、市長に認められること
　④家族経営に関わる者の所得が３年間平均で１人あたり400万円以下であること等
※県・市からの予算配分等の都合により、給付要件を満たしても採択されない場合があります。

青
年
就
農
給
付
金
（
新
規
就
農
者
に
対
す
る
支
援
）

大
分
県
親
元
就
農
給
付
金
（
親
元
新
規
就
農
者
に
対
す
る
支
援
）

内容や関連事業について、詳細は下記にお問い合わせください。
問農業振興課政策・担い手支援係☎㉒８２１１（市役所３階）
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原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
の
慰
霊

と
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

　
広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
、

今
年
で
71
年
を
迎
え
ま
す
。

　
今
年
も
市
で
は
、
原
爆
死
没
者
、
戦
没

者
の
霊
を
慰
め
、
世
界
恒
久
平
和
の
実
現

を
祈
念
す
る
た
め
「
広
島
・
長
崎
に
原
爆

が
投
下
さ
れ
た
日
時
」
と
「
戦
没
者
を
追

悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
に
サ
イ
レ
ン

を
１
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

　
職
場
や
家
庭
等
で
敬
け
ん
な
黙
と
う
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
前
に
「
事
前
案
内
放
送
」

を
行
い
ま
す
。　

■
と
き

　
８
月
６
日
㈯　
午
前
８
時
15
分
（
広
島
）

　
８
月
９
日
㈫　
午
前
11
時
２
分
（
長
崎
）

　
８
月
15
日
㈪　
正
午
（
終
戦
の
日
）

「
非
核
・
平
和
図
書
」
の
活
用
を

　
淡
窓
図
書
館
で
は
、
非
核
や
平
和
に
関

す
る
図
書
を
随
時
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
行
政
係　

　
☎
㉒
８
２
０
１
（
市
役
所
４
階
）

　
淡
窓
図
書
館
☎
㉒
２
４
９
７

国
税
の
申
告
・
納
税
等

期
間
延
長
が
で
き
ま
す

　
今
般
の
地
震
災
害
に
よ
っ
て
、
国
税
に

つ
い
て
の
申
告
、
申
請
、
請
求
、
納
税
な

ど
を
期
限
ま
で
に
で
き
な
い
と
き
は
、
所

轄
税
務
署
長
に
対
し
申
告
・
納
税
等
の
期

限
延
長
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
税
務
署
☎
㉓
２
１
３
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

受
取
時
間
外
窓
口
を
開
設

　
市
役
所
の
開
庁
時
間
に
都
合
が
つ
か
な

い
人
は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
き　
８
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
市
役
所
１
階　
市
民
課

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

平
成
29
年
日
田
市
成
人
式

■
と
き　
平
成
29
年
１
月
８
日
㈰

　
式
典　
午
前
11
時
〜

　
（
受
付　
午
前
10
時
〜
）

■
と
こ
ろ　
パ
ト
リ
ア
日
田

■
対
象

　
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成
９
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
日
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
に
は
、
12
月
中
旬
に
は
が
き
で
通
知
し

ま
す
。

※
日
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
人
で
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
下
記
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
12
月
中
旬
ま
で
に
は

が
き
で
通
知
し
ま
す
。

※
電
子
申
請
有
り
。

ス
テ
ー
ジ
発
表
者
、
司
会
者
、

二
十
歳
の
決
意
発
表
者
な
ど
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
内
容

・
ス
テ
ー
ジ
発
表　
１
組

・
司
会
者　
２
人

・
二
十
歳
の
決
意　
２
人
（
新
成
人
と
し

て
の
決
意
を
発
表
）

・
ピ
ア
ノ
演
奏　
１
人
（
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ

イ
で
の
ピ
ア
ノ
演
奏
）

※
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
全
国
や
県
内
で
活
躍
し
て
い

る
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
で
、
式
典
に
適
し
た
発

表
を
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

※
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
左
記
に
電
話
、
は

が
き
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
申
込
期
限　
９
月
９
日
㈮

問
〒
８
７
７
‐
０
０
０
３

　
上
城
内
町
２
‐
６

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）　

　

   

㉒
６
８
６
９

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館

　
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
内
で
保
管

す
る
収
蔵
品
及
び
展
示
資
料
等
の
保
護
の

た
め
、
収
蔵
庫
の
く
ん
蒸
作
業
を
実
施
し

ま
す
。
作
業
期
間
中
は
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
休
館
し
ま
す
。

■
休
館
日
　
８
月
24
日
㈬
〜
25
日
㈭

※
秋
風
庵
・
遠
思
楼
は
見
学
で
き
ま
す
。

問
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

電
気
柵
の
安
全
な
使
用
に
つ
い
て

　
鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
に
設
置
す
る
電

気
柵
は
、
安
全
に
留
意
し
て
使
用
し
ま
し

ょ
う
。

　
電
気
柵
用
電
源
装
置
に
は
、
次
の
２
種

類
の
電
源
を
使
用
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
家
庭
用
電
気
な
ど
の
電
灯
線
（
Ａ
Ｃ
１

０
０
Ｖ
）
や
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
を
電
源

と
す
る
も
の

②
電
池
（
乾
電
池
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ソ
ー

ラ
ー
等
）
を
電
源
と
す
る
も
の

■
①
を
使
用
す
る
場
合
の
注
意
点

・
電
気
柵
用
電
源
装
置
（
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク

付
）
を
必
ず
使
用
す
る
こ
と　
　

・
漏
電
遮
断
機
（
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
付
）
を

接
続
す
る
こ
と

・
危
険
表
示
板
を
掲
げ
る
こ
と

■
②
を
使
用
す
る
場
合
の
注
意
点

・
電
気
柵
用
電
源
装
置
（
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク

付
）
を
必
ず
使
用
す
る
こ
と　

・
危
険
表
示
板
を
掲
げ
る
こ
と

※
家
庭
用
電
気
な
ど
の
電
灯
線
（
Ａ
Ｃ
１
０
０

Ｖ
）
か
ら
直
接
電
気
柵
に
電
気
を
流
す
こ
と

は
、
法
律
（
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
電
気
設

備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
第
74

条
）
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
重
大
な
事
故

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

問
林
業
振
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

お
知
ら
せ
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■
選
定
方
法

　
日
田
市
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
で
選
定

■
受
付
期
間

　
８
月
１
日
㈪
〜
９
月
２
日
㈮　
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
申
込
書
類
配
付
及
び
提
出
場
所

　
市
役
所
１
階　
こ
ど
も
未
来
室

公
募
説
明
会

■
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
８
日
㈪　
午
後
１
時
30
分　

　
市
役
所
３
階　
３
０
２
会
議
室

問
こ
ど
も
未
来
室
子
育
て
支
援
係

　
☎
㉒
８
３
１
７
（
市
役
所
１
階
）

「
食
育
の
日
」
料
理
教
室

　
未
就
学
児
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
保

護
者
を
対
象
に
、
身
近
に
あ
る
食
材
で
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
薄
味
メ
ニ
ュ
ー

の
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

　
８
月
19
日
㈮　
午
前
９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階　
栄
養
実
習
室

■
費
用　
一
人
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
募
集
数　
10
人

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
８
月
10
日
㈬

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

　
妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
し
、
健
康
に
過

ご
し
て
安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て

る
た
め
の
、
出
産
準
備
・
育
児
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

①
と
き　
８
月
26
日
㈮

　
内
容　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養
に
つ
い
て

②
と
き　
９
月
２
日
㈮

　
内
容　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方

　
　
　
　
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

③
と
き　
９
月
９
日
㈮

　
内
容　
助
産
師
さ
ん
の
お
話

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
。

（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数　
20
組
程
度

■
参
加
料　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
８
月
25
日
㈭

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

「
と
き
め
き
作
品
展
」

出
展
作
品
募
集

　
障
が
い
者
の
文
化
活
動
発
表
の
場
と
し

て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
と
き　
11
月
10
日
㈭
〜
14
日
㈪

■
と
こ
ろ　
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
（
大
分
市
）

■
募
集
作
品　

　

絵
画
、
工
芸
、
写
真
、
書
、
陶
芸
作

品
、
合
作

■
応
募
資
格　
県
内
在
住
の
障
が
い
児
・

者
（
障
が
い
の
種
別
や
等
級
は
問
い
ま

せ
ん
）

※
左
記
又
は
各
振
興
局
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
作
品
の
写
真
を
添
え
て
申
込
み
。

■
申
込
期
限　
８
月
31
日
㈬

※
振
興
局
に
申
し
込
む
場
合
は
８
月
26
日
㈮
ま
で
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

ス
テ
ッ
プ
運
動
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
参
加
者
募
集

　
市
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
身
近
で
取

り
組
み
や
す
く
効
果
的
な
ス
テ
ッ
プ
（
踏

み
台
昇
降
）
運
動
を
中
心
と
し
た
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
を

地
域
に
普
及
す
る
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

　
９
月
12
日
㈪
〜
12
月
19
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
毎
週
月
曜
日
（
計
13
回
）

■
と
こ
ろ　
市
役
所
７
階　
大
会
議
室

■
募
集
数　
30
人

※
運
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
地
域
に
広

め
る
事
が
で
き
る
人
等
、
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込
期
限　
８
月
19
日
㈮

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
）
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
開
発
に
は
、

長
い
年
月
と
、
莫
大
な
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
そ
の
た
め
一
定
の
期
間
、
特
許
で
守
ら

れ
て
お
り
値
段
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
そ

の
特
許
が
切
れ
た
後
に
発
売
さ
れ
ま
す
。

新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
、
同
じ
効
能
・
効

果
を
も
つ
医
薬
品
で
、
新
薬
に
比
べ
て
低

価
格
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
新
薬
よ
り
安
価
で
経
済
的
で
す

　
患
者
さ
ん
の
自
己
負
担
の
軽
減
、
医
療

保
険
財
政
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す

■
効
果
や
安
全
性
は
新
薬
と
同
等
で
す

　
国
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
新

薬
と
同
レ
ベ
ル
の
品
質
・
有
効
性
・
安

全
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

欧
米
と
同
様
の
基
準
で
審
査
を
行
っ
て

い
ま
す

　
ま
ず
は
診
察
の
時
に
医
師
や
薬
剤
師
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
直
接
言
い
づ
ら
い

人
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

ド
」
を
医
師
又
は
薬
剤
師
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。
カ
ー
ド
は
、
市
役
所
１
階
健
康

保
険
課
窓
口
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

※
特
許
が
切
れ
て
い
な
い
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

▼

健活ポイントキャラクター
　日田 歩ちゃん

あゆみ

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

　
８
月
１
日
か
ら
１
か
月
間
、
遊
休
農
地

の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
、
解
消
対
策
、

違
反
転
用
防
止
の
た
め
、
市
内
全
域
の
農

地
を
対
象
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状

況
調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。
農
業
委
員
が

農
地
の
状
況
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
農
地

へ
の
立
ち
入
り
の
際
は
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
草
刈
り
等
、
農
地
の

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
㉒
８
２
１
３
（
市
役
所
３
階
）

清
掃
セ
ン
タ
ー
お
盆
前
の
開
設
日

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
第
３
日
曜

日
を
開
設
日
と
し
て
い
ま
す
が
、
８
月
は

お
盆
前
の
８
月
７
日
を
「
開
設
日
」
と
し

ま
す
。
（
有
料
）

　
な
お
、
大
山
町
の
最
終
処
分
場
は
開
設

し
ま
せ
ん
の
で
、
「
埋
め
立
て
ご
み
」
が

あ
る
場
合
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日　
８
月
７
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
は
昼
休
み
で
す
。

※
８
月
の
第
３
日
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■
対
象　

家
庭
ご
み
及
び
事
業
系
ご
み

（
許
可
業
者
搬
入
可
）

※
分
別
方
法
は
ご
み
分
別
辞
典
及
び
ご
み
収
集

日
程
表
の
裏
（
分
け
方
・
出
し
方
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
０
１
１
１

都
市
計
画
道
路
の

変
更
に
か
か
る
案
の
縦
覧

　
県
道
小
畑
日
田
線
（
日
田
都
市
計
画
道

路
３
・
５
・
19
銭
渕
大
宮
線
）
の
変
更
に

係
る
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

■
と
き　
８
月
２
日
㈫
〜
16
日
㈫

■
と
こ
ろ　
大
分
県
土
木
建
築
部
都
市
・

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
市
役
所
５
階
都

市
整
備
課

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
土
木
建
築
部
都
市
・
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
都
市
計
画
班

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
４
６
５
９

行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
市
役
所
１
階
に
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
日
田
市
の
例
規
集
、
予
算
書
、
各
種
計

画
書
、
市
議
会
会
議
録
等
を
置
い
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
行
政
係
（
３
日
以
内
窓
口
）　

　
☎
㉒
８
２
３
３
（
市
役
所
１
階
）

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
の

　

 

現
況
届
は
８
月
中
に
提
出
を

　　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
助
成
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
人
に
は
、
「
現
況
届
の
お
知

ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た

日
時
・
場
所
で
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
届
出
を
行
わ
な
い
場
合
、
引
き
続
き
受
給
資

　
格
が
あ
っ
て
も
、
８
月
以
降
の
受
給
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

①
児
童
扶
養
手
当

　
父
又
は
母
と
生
計
を
一
緒
に
し
て
い
な

い
児
童
（
18
歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
）
を
養
育
し

て
い
る
家
庭
（
以
下
「
ひ
と
り
親
家

庭
」
）
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
児
童
を
扶

養
・
養
育
す
る
父
、
母
又
は
そ
の
養
父
母

等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
児
童

・
父
又
は
母
に
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

・
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

・
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護

命
令
を
受
け
た
児
童

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
及
び
父
母

の
い
な
い
児
童
の
医
療
費
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
の
両
方
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
一
緒

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
児
童
扶

養
手
当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

は
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常

に
介
護
を
必
要
と
す
る
満
20
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
す
る
父
、
母
又
は
そ
の
養
育
者

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※
対
象
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
や

障
害
を
理
由
に
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
当
額

は
障
害
の
程
度
や
所
得
で
決
定
し
ま
す
。

問
①
・
②
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

　
③
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係　

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

８
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

　
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

　
５
月
か
ら
７
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
８
月
10
日
㈬
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
に
必
ず
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

認
定
こ
ど
も
園
指
定
管
理
者
募
集

■
対
象
施
設　

　
日
田
市
立
朝
日
こ
ど
も
園

■
指
定
期
間

　
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成
34
年
３
月
31
日

■
応
募
資
格

　
日
田
市
に
主
た
る
事
務
所
と
認
定
こ
ど

も
園
又
は
保
育
園
を
開
設
し
、
運
営
実

績
が
あ
る
社
会
福
祉
法
人

■
業
務
内
容

・
運
営
に
関
す
る
業
務

・
施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る

業
務　
ほ
か

健
康
・
福
祉
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タ
ウ
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情
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訪
問
健
康
相
談

　　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
後

期
高
齢
者
の
人
を
対
象
に
訪
問
健
康
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
専
門
知
識
と
経
験
を
も
っ
た
健
康
相
談

員
（
保
健
師
・
看
護
師
・
管
理
栄
養
士

等
）
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
健
康
管
理
や

日
常
生
活
な
ど
に
つ
い
て
、
ア
ド
バ
イ
ス

や
相
談
を
行
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
案
内

を
送
付
し
、
後
日
訪
問
日
時
を
調
整
す
る

た
め
の
連
絡
を
し
ま
す
。

■
実
施
時
期　

　
平
成
29
年
２
月
ま
で
（
予
定
）

■
対
象

　
後
期
高
齢
者
の
人
で
案
内
が
届
い
た
人

問
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
１
７
７
１

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
や
前
納
が
お
得
で
す

　
自
営
業
・
学
生
な
ど
の
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
が
納
め
る
保
険
料
は
、
納
付

書
で
毎
月
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
現
金
や
口
座
振
替
で
ま
と
め
て
前
納

し
た
り
、
当
月
分
を
当
月
末
に
口
座
振
替

を
す
る
こ
と
で
保
険
料
が
割
り
引
き
さ
れ

ま
す
。
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

第
36
回
日
田
市
技
能
大
会

■
と
き
・
と
こ
ろ　
８
月
21
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
（
開
会
式
）

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階

■
競
技
部
門　
大
工
、
配
管
、
電
工
、
左

官
、
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

■
実
演
・
展
示　
表
具
、
左
官
、
建
具
、

塗
装
、
畳　
他

・
包
丁
研
ぎ
サ
ー
ビ
ス
（
先
着
30
人
、
一

人
１
本
ま
で
）

・
夏
休
み
の
工
作
コ
ー
ナ
ー
（
銅
板
レ
リ

ー
フ
30
人
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
あ
ん
ど
ん
作
り
20

人
）
午
前
10
時
〜
先
着
順

・
苗
の
無
料
配
布

・
の
み
の
市　
午
前
10
時
〜

・
お
楽
し
み
抽
選
会
（
抽
選
券
配
布
午
前
９

時
30
分
〜
）

問
日
田
市
技
能
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係
）

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
速
報
展

速
報
展

　
平
成
27
年
度
に
日
田
市
が
行
っ
た
発
掘

調
査
の
成
果
を
写
真
や
パ
ネ
ル
と
併
せ
て

展
示
し
ま
す
。

■
と
き　
８
月
21
日
㈰
〜
12
月
28
日
㈬

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土
･
日
曜
日
、
祝
日
は
休
館
。
（
８
月
21
日

は
開
館
）

■
と
こ
ろ　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
展
示

室
（
萩
尾
公
園
隣
）

■
入
館
料　
無
料

■
内
容　

　
小
迫
辻
原
遺
跡
（
大
字
小
迫
）
・
手
崎
遺

　
跡
（
大
宮
町
）
・
一
丁
田
遺
跡
（
丸
の
内

町
）
・
柳
ノ
本
遺
跡
（
若
宮
町
）
・
日
田

条
里
遺
跡
飛
矢
地
区
（
田
島
２
丁
目
）
・

上
井
手
遺
跡
（
刃
連
町
）
・
城
下
町
遺
跡

（
豆
田
町
・
草
野
家
）

勾
玉
作
り
体
験
教
室

　
古
代
か
ら
装
飾
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
「
勾
玉
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
と
き　
８
月
21
日
㈰

　
１
回
目　
午
前
10
時
〜
正
午

　
２
回
目　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
ロ
ビ
ー
（
萩
尾
公
園
隣
）

■
対
象　
小
学
生
以
上

■
募
集
数　
各
30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　
２
０
０
円
（
材
料
費
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
８
月
15
日
㈪

※
電
子
申
請
有
り
。

問
文
化
財
保
護
課
埋
蔵
文
化
財
係

　
☎
㉔
７
１
７
１
（
市
役
所
別
館
２
階
）

高
校
生
の
税
の
作
文
募
集

　　
国
税
庁
で
は
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら

税
に
関
す
る
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
「
税
の
意
義
と
役
割
に
つ
い

て
考
え
た
こ
と
」
で
す
。
内
容
は
、
税
に

関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
身
近
な
税
の
話
題
に

つ
い
て
考
え
た
こ
と
な
ど
、
自
ら
の
言
葉

で
表
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
何
で
も

結
構
で
す
。

■
字
数　
８
０
０
字
以
上
１
２
０
０
字
以
内

■
募
集
期
限　
９
月
５
日
㈪

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
税
務
署
☎
㉓
２
１
３
６

夏
休
み
木
育
授
業
＆
木
工
教
室

　
小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）
を
対
象
に
木

育
授
業
、
木
工
教
室
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　
８
月
７
日
㈰

　
木
育
授
業　
午
後
０
時
30
分
〜
１
時
30
分

　
木
工
教
室　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
日
田
木
材
協
同
組
合

※
金
づ
ち
、
の
こ
ぎ
り
、
鉛
筆
、
物
差
し
、
飲
み

物
な
ど
は
、
各
自
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
日
田
木
材
協
同
組
合

　
☎
㉔
２
１
６
７
（
宮
崎
）

第
37
回
中
津
江
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
山
の
日
は
、
山
へ
行
こ
う
！

□
と
き
・
と
こ
ろ　
８
月
11
日
㈷

　
午
前
10
時
開
演　
栃
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

□
入
場
料　
無
料

問
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ
テ
ィ
☎
㉔
8
0
8
1

募
集

イ
ベ
ン
ト

　　次回の広報ひた8月15日号は、8月16日㈫に発送します。Information 8．1

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

「６月３日」に…

　６月３日、ある男性の死を世界各国のメディ
アが速報で伝えました。
　男性は、ボクサーとしてリングの上で戦うだ
けでなく、リングの外では、＜ベトナム戦争へ
の徴兵の拒否＞、＜露骨な黒人差別を温存する
アメリカ社会における人種差別撤廃運動＞な
ど、“反戦”を叫ぶと同時に“人種差別”に立ち向か
い続けました。
　その男性の名は『ムハマド・アリ』。
　ロイター通信は、「最も偉大なボクサー。ハ
ンサムかつ大胆で、言いたいことを言い、徴兵
を拒否し黒人運動のシンボルとなった」と記
し、アメリカの公民権運動に大きな影響を与え
たことを称えています。
　時を同じく６月３日、日本ではヘイトスピー
チ解消のための法律が施行されました。2013年
の新語・流行語大賞の上位に選ばれた、こ
の「ヘイトスピーチ」。今でも、様々な場面で
この言葉を耳にします。
　ヘイトスピーチとは特定の民族や国籍等の
人々を排斥する差別的言動で、「ヘイト」は憎
悪、「スピーチ」は発言を意味し、スピーチに
は絵や文字も含まれます。ヘイトスピーチは、
当該者や周囲に不安感や嫌悪感をもたらすだけ
でなく、差別意識を生じさせることにつながり
かねません。さらには、「人」としての尊厳を
傷つける―。そんな言葉が過去、新語・流行語
に選ばれたことに「？」を感じますが、言い換
えればそれほど社会的な関心を集め、なおかつ
「言葉」として多くの人々の印象に残ったとい
うことでしょう。
　民族や国籍は、生まれながらにして与えられ
たものであり、この世に生を授かった時点で発
生した「事実」です。その事を誹謗中傷される
苦しみや痛みは、計り知れないものです。ヘイ
トスピーチ解消法の前文に、＜不当な差別的言
動は許されないことを宣言する＞と書かれてい
ます。そして、法務省の黄色いポスターには、
＜ヘイトスピーチ、許さない＞と大きな文字で
記されています。
　６月３日の出来事には、何かのつながりを感
じずにいられません。

問人権啓発センター☎㉒８０１７（市役所別館１階）

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ　
肉
料
理

　
小
学
生
の
親
子
を
対
象
に
マ
リ
エ
ー
ル

オ
ー
ク
パ
イ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
が
指
導
す
る

肉
料
理
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

□
と
き
・
と
こ
ろ　
８
月
17
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

　
西
部
保
健
所
３
階　
会
議
室

□
募
集
数　
12
組
（
先
着
順
）

□
受
講
料　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限　
８
月
10
日
㈬

問
日
田
食
品
衛
生
協
会
☎
㉔
０
７
０
０

親
御
様
（
本
人
含
む
）
の
た
め
の

婚
活
応
援
・
無
料
相
談

　
完
全
予
約
制
の
個
別
相
談
で
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　
８
月
26
日
㈮　

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　
三
花
公
民
館

問
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｈ
＆
Ｂ

　
☎
０
９
７
７
‐
７
５
‐
９
８
８
４

　
予
約
受
付　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

「
出
会
い
（
婚
活
）
の
集
い
」
参
加
者
募
集

　
結
婚
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
男
女
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　
８
月
28
日
㈰

　
午
後
５
時
〜
８
時　
市
内
イ
ベ
ン
ト
会
場

□
対
象

　
25
〜
45
歳
ま
で
の
独
身
男
女

□
募
集
数　
各
20
人
（
先
着
順
）

※
男
性
は
市
内
在
住
者
。

※
再
婚
希
望
、
子
供
が
い
る
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

□
参
加
費　
無
料
（
別
途
食
事
代
必
要
）

□
申
込
期
限　
８
月
19
日
㈮

問
三
花
公
民
館
☎
㉔
９
１
４
４

同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修

　
視
覚
障
害
に
よ
っ
て
移
動
が
困
難
な
障

が
い
者
等
の
外
出
時
に
同
行
す
る
た
め

に
、
移
動
に
必
要
な
専
門
知
識
・
技
能
を

習
得
す
る
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

※
各
課
程
全
日
程
受
講
で
き
る
人
が
対
象
で
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

・
一
般
課
程　

　
９
月
２
日
㈮
・
７
日
㈬
・
８
日
㈭

・
応
用
課
程　
９
月
16
日
㈮
・
21
日
㈬

　
日
田
地
域
福
祉
事
業
所　
虹
の
家

□
募
集
数　
各
課
程
20
人
（
先
着
順
）

※
受
講
料
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
日
田
地
区
福
祉
事
務
所　
虹
の
家

　
☎
㉕
５
０
１
１

あ
ま
が
せ
音
楽
祭
開
催
＆
出
演
者
募
集

　
あ
ま
が
せ
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。
ま

た
出
演
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　
９
月
24
日
㈯

　
午
後
２
時
開
演
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

　
天
瀬
公
民
館

□
入
場
料　
無
料

出
演
者
募
集

□
募
集
数　
10
組

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
。

□
申
込
期
限　
８
月
23
日
㈫

※
参
加
料
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
あ
ま
が
え
る
（
斉
藤
）

　
☎
０
９
０
‐
５
３
８
６
‐
８
４
９
４

平
成
28
年
西
日
本
新
聞
金
婚
夫
婦
表
彰
式

　
こ
れ
か
ら
も
共
に
歩
む
金
婚
夫
婦
を
お

祝
い
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　
９
月
24
日
㈯　

　
午
後
１
時
開
会
式　
パ
ト
リ
ア
日
田

□
申
込
期
限　
９
月
３
日
㈯

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
西
日
本
新
聞
金
婚
夫
婦
表
彰
式
事
務
局

　
☎
０
９
２
‐
７
１
１
‐
５
６
２
０

13 広報ひた　2016. 8. 1 122016. 8. 1　広報ひた



ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

ひた市民健活ポイントサービス開始
　市民の健康寿命の延伸を目指し、健康づくり（健
康診査やウォーキング等）の動機付けと継続の促進を
目的として、７月１日、「ひた市民健活ポイントサー
ビス事業」が始まった。登録すると、健診受診やウォ
ーキングの継続などで貯めたポイントを、次年度に市
内で使える商品券との交換や自治会に寄附することが
できる。登録者は７月14日までに277人。

私たちにもできることがある
　６月29日、日田消防署で高瀬少年消防クラブに新
規加入するクラブ員に認定証が交付された。市内で
唯一結成されている高瀬少年消防クラブは、平成22
年７月に結成され、「平成24年北部九州豪雨」をテ
ーマに作成した防災マップが消防庁長官賞を受賞す
るなど、地域の中で自分達ができることを考え取り
組み、地域防災力を向上させる一翼を担っている。

日本遺産をPR！ラッピングバススタート！
　昨年４月に日本遺産認定を受けた「近世日本の教育
遺産群―学ぶ心・礼節の本源―」をＰＲするため、
「ラッピング広告高速バス（日田～福岡間）」の運行
が７月１日から始まった。バスの車体には咸宜園と豆
田町がデザインされており、福岡空港や福岡市内で日
本遺産に認定された日田・咸宜園・豆田町をＰＲす
る。運行は１日１往復以上で来年３月まで。

四季を通して日田の梨」に向けて
　７月４日、市内山田原で日田梨貯蔵庫の落成式が行
われた。この施設は、市場ニーズへの対応や輸出拡大
などを目的として市と県の補助金を活用してＪＡおお
いたが整備したもの。広さは約240㎡で、約100トンの
貯蔵容量を持つ。式典で、ＪＡおおいたの力德昌史代
表理事専務が「長期保存と出荷調整で他の産地との差
別化、ブランドの構築につなげたい」と語った。

「

142016. 8. 1　広報ひた

東京オリンピック　メダル目指して
　熊本県菊池市で開催された「第14回全日本ジュニ
アボート選手権大会」で優勝した大門千紗さん（日
田林工高３年生）が、７月４日、市長報告に訪れ
た。２位とのタイム差15秒でフィニッシュし、８月
にオランダで行われる世界ジュニア選手権に日本代
表として出場することが決まった。「東京オリンピ
ックに向け頑張ります」と今後の抱負を述べた。

手づくりの賑わいが評価されて
　優れた地域づくりを表彰する「手づくり郷土賞」に
「千年あかり」が選定され、国土交通大臣認定証の伝
達式が７月７日、市役所で行われた。同賞には「一
般」「大賞」の２部門があり、千年あかりは平成21年
に一般部門を受賞し、今回は大賞部門での受賞。大賞
部門は一般部門受賞後の活動の継続等を評価するもの
で、全国12件のノミネートのうち７件が選定された。

ふるさと

800年の歴史
　７月15日、中津江村合瀬の宮園津江神社で老松
様の麦餅つき祭が行われた。この祭りは、盗賊退治を
祝って約800年前に始まったとされる行事で、大分
県選択無形民俗文化財となっている。祭りでは、神
社の氏子らが餅つき唄に合わせ、蒸した小麦を樫の
杵でついた。ついた餅は神前に供えられ、つき手が
折った杵は、参拝者が魔除けとして持ち帰った。

泥んこの中の田植え体験　
　７月12日、市内石松町の水田で白蓮保育園の田植
え体験が行われた。
　この取組は、同保育園と（有）中島農場が20年以
上前から地元のボランティアとともに続けているも
の。子供たちは大喜びで田んぼに入り、泥の感触を
楽しみながらもち米の田植えを行い、里山には楽し
い声が響いていた。秋の収穫が今から待ち遠しい。
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咸
宜
園
で
は
構
内
の
授
業
だ
け
で
な

く
、
と
き
に
は
師
弟
同
行
し
て
、
と
き
に

は
塾
生
た
ち
だ
け
で
、
し
ば
し
ば
周
辺
の

山
野
、
河
川
、
神
社
・
仏
閣
な
ど
に
出
向

き
、
弁
当
を
開
い
て
食
事
を
し
、
詩
を
詠

む
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
塾
の
休
日
で
あ
る
「
放

学
」
、
山
歩
き
を
し
た
「
遊
山
」
が
淡
窓

の
日
記
な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
放
学
・
遊
山
の
地
と
し
て

の
「
越
原
観
音
」
と
「
穴
平
観
音
」
を
紹

介
し
ま
す
。

　
淡
窓
の
有
名
な
漢
詩
「
隈
川
雑
詠
」
に

出
て
く
る
「
観
音
閣
」
は
、
ど
こ
の
観
音
堂

か
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
内
容

か
ら
三
隈
川
を
見
下
ろ
す
地
が
ふ
さ
わ
し
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
漢
詩
は
、
有
名
な

漢
詩
人
の
菅
茶
山
が
「
画
を
見
る
が
如
し
」

と
絶
賛
し
た
七
言
絶
句
の
名
詩
で
す
。
現

在
、
詩
碑
が
越
原
観
音
そ
ば
の
銭
渕
町
公
民

館
の
敷
地
内
に
建
っ
て
い
ま
す
。

隈
川
雑
詠
　
其
の
五

　　
観
音
閣
上
　
晩
雲
帰
り

　
忽
ち
　
鐘
声
の
翠
微
を
出
づ
る
有
り

　
沙
際
　
舟
を
争
い
て
　
人
未
だ
渡
ら
ず

　
双
双
た
る
白
鷺
　
江
に
映
じ
て
飛
ぶ

　　
　
近
く
の
観
音
堂
の
上
に
夕
映
え
の
雲

が
静
か
に
流
れ
て
い
く
こ
ろ
、
思
い
が

け
な
く
鐘
の
音
が
山
の
緑
色
の
靄
の
中

か
ら
響
い
て
き
た
。
岸
辺
の
砂
浜
で

は
、
家
路
を
急
ぐ
人
た
ち
が
争
っ
て
舟

に
乗
っ
て
対
岸
へ
渡
ろ
う
と
し
て
い

る
。
そ
の
時
、
二
羽
並
ん
だ
白
鷺
が
、

清
く
澄
ん
だ
川
の
流
れ
の
上
に
真
白
な

姿
を
映
し
な
が
ら
飛
ん
で
ゆ
く
。

　
ま
た
、
淡
窓
は
、
三
十
六
歳
の
文
化
十
四
年

（
一
八
一
七
）
十
月
に
穴
平
観
音
を
訪
れ
、
十

二
歳
の
と
き
に
、
漢
詩
文
を
本
格
的
に
教
え
て

も
ら
っ
て
い
た
松
下
西
洋
先
生
ら
と
来
て
遊
ん

だ
こ
と
を
回
想
し
て
詩
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

　
孤
亭
　
翠
微
に
倚
る

　
清
賞
　
澹
と
し
て
帰
る
を
忘
る

　
風
篠
　
寒
籜
に
伝
は
り

　
烟
松
　
夕
霏
を
収
む

　
僧
亡
く
　
誰
か
茗
を
煮
ん

　
客
到
り
て
　
自
ら
扉
を
推
さ
ん

　
話
さ
ん
と
欲
す
　
三
十
年
の
夢

　
同
游
の
人
　
総
べ
て
非
ず

　
　
緑
色
の
靄
の
山
の
中
腹
に
お
堂
が
建
っ
て

い
る
。
清
々
し
さ
を
賞
美
し
、
ゆ
っ
た
り
と

し
て
帰
る
の
を
忘
れ
る
。
風
に
さ
わ
ぐ
篠
竹

が
、
薄
い
皮
に
伝
わ
り
音
を
奏
で
、
か
す

ん
だ
松
は
、
夕
暮
れ
の
靄
を
集
め
て
い

る
。
す
で
に
僧
は
お
ら
ず
、
誰
が
茶
を
沸

か
す
の
か
。
訪
れ
る
客
が
堂
の
扉
を
開
け

て
入
る
だ
け
だ
。
三
十
年
も
昔
の
思
い
出

話
を
語
り
合
い
た
い
が
、
悲
し
い
こ
と

に
、
当
時
一
緒
に
遊
ん
だ
人
た
ち
は
す
べ

て
こ
の
世
に
は
い
な
い
。

　　
こ
の
詩
で
詠
ま
れ
て
い
る
観
音
堂
の
周
囲

の
夕
暮
れ
の
雰
囲
気
や
、
「
翠
微
」
と
い
っ

た
語
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
隈
川

雑
詠
」
の
「
観

音
閣
」
は
穴
平

観
音
の
可
能
性

が
高
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

カレーソースの
　　　　豆腐ハンバーグ

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ⑳

<作り方>
①豆腐はしっかり水を切り、玉ねぎはみじん切りにする。
②ボウルに豆腐と豚ひき肉、玉ねぎ、Ａを入れよく混ぜ、８等分にして小判型に丸める。
③フライパンに油を熱し、②を入れて焼く。焼き色がついたら裏返し、火が通ったらいっ
たん皿に取り出す。

④ハンバーグを焼いたフライパンでしめじを炒め、Ｂを加えてふつふつするまで煮立てる。
⑤しめじを端へよけながら、ハンバーグをフライパンに戻し、軽く煮込んで味をなじませる。
⑥皿に盛り付け、パセリを散らす。

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００

<材料>（４人分）
木綿豆腐　400ｇ　
豚ひき肉　100ｇ
玉ねぎ 　　 60ｇ

塩　小さじ１/３
こしょう　少々
片栗粉　大さじ２

　カレー粉はたくさんのスパイスを混ぜ合わせて作ります。これらのスパイスに
は食欲を増進する、胃腸の働きを助ける、発汗によって体内にこもった熱を放出
するなど体に良い様々な効能があります。また、殺菌作用も高く、食品の腐敗を
防ぐ効果もあるため、暑い夏におすすめです。

世界遺産登録を目指す「咸宜園」　－近世日本の教育遺産として－　⑮

地域の自然や文化遺産を活用した教育
　　　　　　　　越原観音・穴平観音

たんそうさん

越原観音（現地写真）

問世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８

カレー粉　　小さじ２
しょうゆ　　小さじ２
ケチャップ　小さじ２
砂糖　　　　小さじ２
水　　　　　100ｍｌ

こ
し
わ
ら

あ
な
ひ
ら

Ａ Ｂ
サラダ油　大さじ２
しめじ　　80ｇ
パセリ　　適宜

く
ま
が
わ
ざ
つ
え
い

か
ん
ち
ゃ
ざ
ん

ば
ん
う
ん

た
ち
ま

し
ょ
う
せ
い

す
い
び

さ
さ
い

あ
ら
そ

は
く
ろ

も
や

こ
て
い

す
い
び

よ

せ
い
し
ょ
う
た
ん

ふ
う
し
ょ
う
か
ん
た
く

え
ん
し
ょ
う
せ
き
ひ

み
ょ
う

か
く
い
た

み
ず
か

お

ど
う
ゆ
う

す

あ
ら
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新刊情報

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

おいでよ！
　　おはなし会
□とき
　８月13日㈯　
　午後３時～４時
　８月27日㈯
　午前11時～正午
□ところ
　児童コーナー

１
８
15
22
29

９
16
23
30

２

28

７
14
21

４
11
18
25 27

６
13
20

26

５
12
19

土日 月 火 水 木 金

８月の休館日（○…休館日）

10
17
24

３

31

ブラック・ドッグ
葉真中顕／著
講談社
　目的のために手段を選ばない過激な動物
愛護団体、“DOG”。遺棄動物の譲渡会とペッ
ト販売が行われるイベント会場に集まった
隆平、栞、結愛と拓人たちは、“DOG”によ
って会場に閉じ込められてしまい、見たこと
もない謎の黒い獣に襲われる。次々と食い
殺されていく人間たち。隆平たちは、獣か
ら逃げるため、逃走を開始するが、逃げ切
ることはできるのか。

ようかいえんのかいすいよく
白土あつこ／作・絵
ひさかたチャイルド
　たぬきのばけたは、ようかいえんのみん
なとかいすいよく。みずぎにきがえて、お
べんとうをもって、はまべにしゅうごうで
す。　　
　わくわくしながらようかいたいそうでか
らだをほぐしたあとは…さあ、ようかいえ
んのたのしいかいすいよくがはじまるよ！

大好き！図書館

＜オリジナルキャンドルを作ろう＞
　廃油を使ってオシャレなキャンドルを作ります。
■とき　８月６日㈯　午後２時～４時
■対象　小学６年生まで（３年生以下は保護者同伴）
■募集数　20人（先着順）
■参加費　200円（材料費）
■申込方法　電話又は淡窓図書館窓口で申込み
※当日は、キャンドルの容器に使うジャムなどの小ビンを持
参してください。

＜オリジナルの妖怪を作ろう！
　　　　　　　　「切って、貼って、妖怪だ！！」＞
　パーツを組み合わせて色を塗り妖怪を作ろう。
　自分でパーツを持ってきてもＯＫ！
　自分だけのオリジナル妖怪を作ろう！
■とき　８月７日㈰　午後２時～４時
※申込不要。

ポーラースター　ゲバラ覚醒　
海堂尊／著
文藝春秋
　医学生ゲバラは友人ピョートルとオンボ
ロバイクにまたがり、南米大陸を駆け巡
る。放埒な人妻、偉大な詩人、抑圧された
人々、病に苦しむ患者と接し、ゲバラは
次々に目覚めていく…。没後50年（2017
年）、生誕90年（2018年）にゲバラを、キ
ューバ革命を、そしてラテンアメリカを書
き尽くす４部作の第１弾！ゲバラが稀代の
革命家となる原点が描かれています。

2016　淡窓図書館　夏休みイベント　「作ろう！あそぼう！in図書館」

　８月２日㈫～14日㈰　午後２時～５時

【「おしゃれけん玉」を作ろう】
　とっても簡単。紙コップやトイレットペーパーの芯
を使って「けん玉」を作ります。
　出来上がったら早速けん玉で遊びましょう！

【みんなで作ろう！！フワフワパラシュート】
　ビニールとたこ糸でパラシュートを作ります。
　可愛く飾り付け、高く投げるとフワリフワリと落ち
てきますよ！

【「割りばし鉄砲」で射的に挑戦！】
　割りばしと輪ゴムを使って、昔懐かしい割りばし鉄
砲を作ります。割りばしと輪ゴムだけで作るから簡
単。出来上がったら、射的コーナーで的を撃ってみ
ましょう！何発当たるかな？

17 広報ひた　2016. 8. 1



H app y
B i r t h d a y

月生まれ８
　10月に誕生日を迎える３歳までのお子さんが対象です。９月１日までにお申し込みください。
（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）政策企画課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

りゅうと
川村琉斗ちゃん
（１歳・城町２丁目）

わ か
河野和夏ちゃん
（１歳・南元町）

やまと
梶原大翔ちゃん
（１歳・新治町）

けんと
石松賢和ちゃん・大和ちゃん
（１歳・大肥町）

やまと さ き
常岡紗希ちゃん
（１歳・下井手町）

はるか
森山晴花ちゃん
（２歳・大鶴町）

こうた
梶原宏太ちゃん
（２歳・天瀬町女子畑）

ちひろ
窪 千絢ちゃん
（２歳・大山町東大山）

原口ゆいちゃん
（２歳・城町１丁目）

ゆずひ
財津柚陽ちゃん
（２歳・淡窓１丁目）

ましろ
中島真白ちゃん
（２歳・丸山１丁目）

のぞむ
高倉希武ちゃん
（２歳・上手町）

藤井弥生ちゃん
（２歳・上城内町）

ゆいか
高倉唯夏ちゃん
（２歳・南友田町）

やよいえいた
宮﨑瑛大ちゃん
（２歳・内河町）

りく
足立 陸ちゃん
（３歳・清水町）

る あ
藤田琉愛ちゃん
（３歳・秋原町）

み く
小川珠空ちゃん
（３歳・田島３丁目）

しのぶ
桒野志信ちゃん
（３歳・あやめ台）

ひまり
用松陽葵ちゃん
（２歳・日ノ出町）
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成28年６月30日現在） 

■人口　
　67,930人
　（前月比－69人）
・男　32,111人
・女　35,819人
■世帯数
　27,239世帯

　★チャレンジキッズ
　（省エネ講座）
　　４日㈭　午前10時30分～
　（貯金箱制作）
　　19日㈮　午前10時30分～
　●療育事業（音あそび）
　　26日㈮　午前11時～
　●リズムの日
　　30日㈫　午前11時～

午前９時～午後５時30分
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　８月の主な催し　　

天瀬児童館　☎57８９２２

　　スライム作り　
　　11日㈷　
　　午前10時30分～11時30分
　　作ってあそぼう
　　16日㈫～20㈯
　　午前10時30分～11時30分
　　すくすく相談
　　（歯科衛生士による歯科相談）
　　26日㈮　
　　午前10時～11時30分 午前９時～午後５時30分

月・日曜日休館（祝日開館）

午前９時～午後４時30分
日曜日、祝日休館

午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎52２９０１

　　夏休み工作
　　４日㈭～５日㈮
　　午前10時30分～　　
　　キラキラドーム作り
　　17日㈬　午前10時30分～
　　すくすく相談
　　25日㈭　午前10時～
　※母子健康手帳を持参してください。

まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９

●せいまお兄さんと遊ぼう！
　９日㈫　午前10時～11時
●ランチｄａｙ
　18日㈭　午前10時～
●おしゃべりタイム
　30日㈫　午前10時～

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

★世代間交流
　（お手玉遊び・みそ作り）
　３日㈬　午前10時30分～
　みそ代460円（１kg）
●お誕生会
　19日㈮　午前11時30分～
※誕生者は15分前に集合。
★ふれあい夕涼み会
　27日㈯　午後６時30分～
　丸の内こども園園庭

午前９時30分～正午、
午後１時～３時30分（火・金曜
日は午後１時30分～４時まで）
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

●ベビーマッサージ
　２日㈫・16日㈫　午前11時～
★親子リトミック
　24日㈬　午前11時～
●身体計測
　25日㈭　午前11時～正午
●お誕生会
　29日㈪　午前11時～
※誕生者は30分前に集合。

午前９時～午後５時
金・土曜日休館
（祝日開館）

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

●うたとおはなしかい
　８日㈪　　
　午前11時～11時30分　
★そうめん流し
　10日㈬　午前10時30分～正午
★親子クッキング
　19日㈮　午前10時～正午
●リトミック
　22日㈪　
　午前11時30分～午後０時30分
　

午前９時30分～正午、
午後１時30分～３時30分
土・日曜日休館

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

小

乳

乳

乳

小

小 小乳

乳
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市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

　
熊
本
地
震
か
ら
３
か
月
、
心
配
し
た
梅
雨
期
も
何
と
か

乗
り
切
り
、
暑
い
夏
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
災
害
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
九
州
観
光
推
進
機
構
が
展

開
す
る
「
九
州
ふ
っ
こ
う
割
り
」
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
熊
本
・
大
分
の
両
県
を
は
じ
め
、
九
州

一
円
の
観
光
地
も
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
オ
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
幕
開
け
で
、
日
本
も
少
し
は
元
気
を
取
り
戻
し
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
が
、
応
援
と
な
る
と
当
然

日
本
代
表
選
手
団
を
応
援
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、

地
元
出
身
者
が
出
場
す
る
と
な
れ
ば
、
格
別
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。
今
回
の
リ
オ
大
会
に
日
田
市
出
身
の
選
手
は
い

な
い
の
で
す
が
、
次
回
の
東
京
大
会
に
は
出
場
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
競
技
は
「
ボ
ー
ト
」
。

　
日
田
市
で
の
ボ
ー
ト
競
技
に
は
、
50
年
以
上
の
歴
史
が

あ
り
、
現
在
で
は
市
内
３
つ
の
高
校
に
ボ
ー
ト
部
が
あ
る

よ
う
に
、
全
国
的
に
も
若
手
育
成
の
環
境
は
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
水
郷
ひ
た
」
に
ふ
さ
わ
し

い
競
技
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
で
も
、
世
界
ジ
ュ
ニ

ア
選
手
権
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
す
る
選
手
も
出
て
き

て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
元
出
身
の
選
手
が
頑
張
っ
て
い
る
姿

に
大
き
な
期
待
と
希
望
を
感
じ
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
先
日
、
市
民
有
志
が
集
ま
り
「
若
い
彼
ら
の
応
援
を
し
よ

う
！
」
と
、
若
手
ボ
ー
ト
選
手
育
成
の
応
援
団
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
私
も
、
会
員
の
一
人
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
水
面
輝
く
夜
明
ダ
ム
に
、
若
い
汗
が
ほ
と
ば
し
る
姿
を
見

学
に
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？
未
来
を
夢
見
、
汗
を

流
す
若
い
姿
に
感
動
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

39

問咸宜園教育研究センター☎㉒０２６８（水曜日休館）

Google Play
(Android4.3以上)

App Store
(ios.7.0以上) 

日田市観光ナビゲーションアプリ
『ひた咸宜園入門ナビ』配信中！

日田市にある日本遺産「近世日本の教育遺産群－学ぶ心・礼節の本源－」を、
　　　　　　　　　学んで、歩いて、特典をゲットしよう！
外国語にも対応！※英語・中国語（簡体字・繁体字）・韓国語。

日田の日本遺産観光を楽しむ便利な機能！

機能１
現地までの
道のりを
ナビゲート！
現在地から史跡・施設まで
の道のりをナビ機能で案内
します。

機能２
歴史観光の情報を
自動配信！
地図上の８つのエリアに
近づくと情報をスマート
フォンに配信。日本遺産
の解説に簡単にアクセス
できます。

機能３
ドローン空中散歩を
楽しもう！
豆田町の８つの場所について、
上空からの風景を楽しむことが
できます。

　スタンプラリーなど、
その他にも様々な機能が
あります。
　まずは、右記の二次元
コードからアプリをダウ
ンロードしよう！

スタンプラリーの特典
　集めたスタンプの数に
応じて、日本遺産たんそ
うさんステッカーなどを
咸宜園で差し上げます！

※通信費用は利用者負担。
※アプリの対応機種等は下記にお問い合わせください。
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